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2P02 府電粒各反応によ 3 生成‘量の軽枝尚 I：：否 Iす 3 比崚
•一ヒ (I：： ！ャ。t. 1/(_ _ 

（現 絣） 厚和奇 正・岩本正ナ

〔訳j 経元舌反応の励起困翠口茶綬I生疇 l く｀彩も複紅＇‘f鱈I ぶ困難が湯合
が多い。一方、経験的 1:::.、キ皇々の照肘 Iこさい 1 生叙‘l 易ぃ軽枝稚（＇年， 22Na.戸履
30.p芋） ヒ生放し組虜核稽（＇f。) 2% 等）か明らかに存在す 3 よう 1こ思われか
こ這怜漬、終目的 Iよ、競元索 (18Ar猛度まで）の令核種（守走技唾に限らない）
”羞這（棧今核）からp,れ） d の放出の祖対比（が廷）屯禾が甜げ畔
(R巫叶） t叩紅、その足紅遺澤す 3 こヒにあ 3 。 ~-l あたり、 IIC,'切

およ 7l 1'F を与え項町：： 1町も戸筏祖l:::. ついc. Ro磁＇ル屹包兒放させ zll< 。
〔麟） （I）輝疇起1関数釦De叡、それが学—の利＆尺を府す 3 時 1さ丘断術樗を
ヒリ、 捷数じ°ークを有す 3 すも合（投合枝が 9F より伶．廃手番吊のとさった鈴今） 1 ま、
しさい｛直より 3~/Ok汀だけ上唸如取刃誌忍r面祖浮t勺筵もヒ 3 。吃ば、同一ゃ夏令核か
らのや n，幻放出反応 1::- 知）す仁逗逗這出嘩年心ヒとした．茄公五吟ん佐“
年 r2" i↑か知Jl. Zl J"J如合も.t I：：：集じた。位）既報デ＇ータのぼ這ぅt今 '2C(3m)'仕。）
知He区）をJ 92``  l2C(cl巫）＇℃のし呵芦乞4-0 賃虹＇，兎／兌レた。
ターゲ＇ット Iぷグぅ 7r イト板を用い、照灯這埓のサ 1 クロトロンでぶし二なし）、労1走
)it (re (Lし）により、まず'li'-O (12 S')0 2, 3 I I収、 の“い計敬 l 2 皓 l句程度後か

シ “C (ZOり）が麟厖吋を計板した．
t3) 上釦揉純果ゃ、中室核反応の肋起 1飢数の

紅 l：：痢 ll うれ戸式't参差 1:::- して、冷岐比を大
さ｀＇フ 1-i)二与え 3 尚単な数式、IT) i乍楼ii裔み瓦

(4）これ芥から、一拉臼廷反応）：： T:: I I すげ分

岐庄の紐四む訊‘l Z ふた。そして、

多粒戸放出反応の初役階ヒー牧謬幻：：｀｀終
るとさのが知区逹ぃ 1-.z.つし）て危えてみーた。

（結果、が禄） 可 1 I:: ＼午 N + p→ '5も→
11/-0, "c 反応り勃起1関数（痒手の放射化各封諦
鐸和及、枯度を向上さ亡た）も祠 2 1:.,a: 

呪＋叫→ '5 も→ '40) II¢ およ広'/2¢ + d..• 

屹→梵 “C 反応のプん磁恥虹加以 E
示す。すべ‘2 q池合、 I“O Iすきわめて生欲‘し雅

l ＼ことがわか 3 。

穴ざ'9)よな炉知ヒの噂出のため）：： i乍った式‘I+、

WP -i-Wn. t-Wr1. == too （ハ゜ーセント表示）
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こここ］ 叩疇戸（ P) 1}1..店た 1 む d) じ放出す 3 分岐比、今 l訂棧合扶から拉
豆謬 I) 去1, I:.I沙要なエネ 1しギーて''Me7 岸位（必心知証0\ △の｝色から亙タ
疇めらい）であわ Slit生放’正況磁q蛸正で、麟バ必ならヤ l,
筐A どは 0, 砂か四九て''{;J: - 1 て＇＇、 ヒ(. I::.160 Z. ''Iすー 2 tし｀ ／2 き→ 3 必
と『合e → 2 cl...Z." 11 不哨。 B it~恥泣々の補麟，p放出て＇＇（国釘咳が
ゅより高原臼魯恙のしきだけ 1 、cJ..成出 z•• I3 ro 以下なら 0 、 9F~ I叫ご l,
l4ぶ～ 16S で 2 ヒヒ 3 。二の式 1 さ、 I}F ヒ 30p遣麟瓦応 I二たいし~ IJ実験過ヒ
ぶり一致 (F心 l 、5 以肉）を与え 3 。 勿ば二の式が示すより、約 21を生成し易 LI
..::,.ヒ 1：：な 3 。

丙， 3 I：：た函匂の一却屯示す・ニれよリも紐夏：：わわるいーゲをよく
ぃヒ、かな I)") 条錢l、生が存在す 3 二しがわがリ、とくに、伍—占紅が
砂1皐んQI よりも主灰し易 l) ::, tが明條I：：系されてい 3 ・現役咽でもこの
伍竺ば、紅喘藍ゃ荷庵粒全放炉“(rのさ I) 心段危泉のたあ 1：：叫t
い 12麻用し男われ 3 。セとえば、 I悩 lネ I,6 S のわ輝 z· I: ヒな 3 が’、 生欲t植
遺危;; ;む、 ＇偏を用いる加心応占心，}'.:-よふ 1,f'F オ戻繊収合物の製注 1 ：：
1かあまり期侍が特てない口也身1 されな。
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2P03 中性各桑熱外中性初ンデッグスの毛ニグーと
＼＼くつが(/)(n, ;r）反応吠鳴積分

（原師） 関根倭明 0松岡弘充

且＿旦 原令炉さの中性子照射によ砂ジオ刊ヽノ r ーフ0(/)紐‘量さ紺積るため
に lさ，一船l呻性手束ととも l遠外中柑弓囀1合を知るシとが淡要である。熱外中
／牡令碕1合と知るに1さいわ中るガドミウム比法磁嘉刻動反応を用 1) る方法凶があ
る。前~I打1 ドミウム碍憩A1 カド‘ミウムm存在）＜4羊う中性存易の力‘く乱齊卯嘩邑
があリ，言琢我頭祠危坊—とし ZIさ約令しくな l) 。修海の方法につし 1 之 l さ 1)<
つが報者があるが‘，ぅ襲租ぅの目的と条A坪を必．す‘‘しもう爵たすも(/)さな: I) d)でオ食討訪子
った。

ここかれ碍切Jf又扱＼＼d)4更のために，毛ニター用試料I戎金属手た 1牡達切叩ャ
一いし，知必 E,x,pw:証心ネ土札製品を東験に供した．在成放射能1狂e（以）検
繹I笞よって粒泉スペか）レ囀暖l：：：ぷっ芍矢狂ず年ととし，中性令束 lさ 10%•
砿~Seし―'叩翫，照射時間1さ比較的短＼＼時間（如時用）と長時間 (3絆時/1iJ M場
合を校討ずる。
互以知られたWe釦述の方法1：：：む）， 1原謬 l) の筵季RIお知紋表
ゎゴがな

応：：：： n蝶（条G4 +r尻So 、G平） ( I) 

ここで， m神性令慾度炉ぬ00叩·sec1 6ol切加の連度d)中牲弓疇鑓，各
心Iれ訊沢殿賊‘と熱外領憾‘酬士法則ヵ‘狐す‘虹8表わし，盆と年位lさ
熱中性もと熟外中性各I~対する自己しゃへ＼ w滋奴，吼系。が熟外中捗手の割合た表
ゎすイ＞チックスである．各Iさ中性令温虔 I芍紅孔， So ：：：(.:>.4fe)· Iヽ／o。で， I。／ 1社
成分(/)奇与四虔去派夫鳴積勿況ある o
本報告で、 1叫ガドミウムで該料をガ／＼‘‘ーした親瞼砂 So6呼を更瞼的1(5燦し
た條，コれ碩収，心と晶恥m媛這、拉。ガドミウムで 11 バーした認
(/)反応率I<'. Iさ次式で与えられる。

応→疇(So年戸ほ／い］ r所。 は）
KLお寸威分~碕埓砕‘正すが直で‘ガド‘ミウム碍さにぷって異な忍
竺
I.綺剤命翠 証1e1 に示した試料 l ~4咄さ，厚さ 0、 5かのガドミウムで、ガ
＇‘、--し之，f lしミ与知を的ざRR-4原お知丁lやイフ°のよっの柱置でょ時間照
射レた。照射條，各究料lさスコッケ千づ゜で、て A クー膜• ...t l遥定して『線スペグト）レ
繹廃し忙。 lbI,Dy l＃表面隋壁製品(L~）検広巻（レ巨 PS) で‘, 4也 1れ同軸型！＜ぷっ
碩睫した。 ~ble t I名示す唸息のデ‘ータと平叛期と碑 l) 之，反応率に誌濯iし芦
合す＂，知がlをとんど 1 でぃ直1.::::1諏が置11炉Co ど'8Au碩疇繕準とし2
碕平鰭浚した。 ‘°Co~”加に対して年平1各文献 1) に記した方法にぷつて，えれ
礼0、995 と 0.9ねと計懐乏八戸砥玖訊｀八／、00 と I 、 Olュ）を用いた。コれ
ギリ謬ば兎 OlA直を1尋之胞の反応mo年呼乞末茫した。スの陳令の直1オ’'l'1位と13滋
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Table 1 

Material radius Nuclide of Hal｣-li｣e 

(mm) interest 

Fe 0.115 59 Fe 44.6 d 

Nb 0.255 94Nb 2.ox104 • y 

95 Nb 35.0 d 

Mo 0.255 99 Mo 66,02 h 

Ag 0. 255 110m Ag 252 d 

D~ Gth cr 。 (barn) s 。 (s 。 Gepi) exp 

Energy(keV) & 

Intensity(%) 

In 0.38 

Ta 0.19 

Cu(19.8%)-Mn 0.38 

Co(.475も）ーAl 0.38 

Dy (9. 34%) -Al 0. 38 

Lu (2. 2%)-Al 0.255 

Au(. 061も）ーAl 0.255 

114m In 49.51 d 

182 Ta 115d 

183 Ta 5.01 d 

64 cu 12.70 h 

60 Co 5. 272 y 

165 Dy 2.33 h 

166 Dy 81.5 h 

177 Lu 6. 71 d 

198 Au 2.696 d 

1099 (56.5) 

1292 (43.2) 

703 (98) 

871 (100) 

766 (99. 82) 

141(89.0) 

739(12.6) 

778(4.4) 

658(94.4) 

764(22.3) 

885 (72. 8) 

938 (34. 3) 

558(3.4) 

725(3.3) 

1121(35.1) 

1221(27.5) 

246(27) 

354 (11. 7) 

511(38.6) 

1173 (100) 

1332 (100) 

82.5(13.8) 

208 (11) 

412(95.S) 

0.997 1.15 

0.998 1.15 

13.6 9.9 

0,994 0,130 53 

0.873 4.5 

"-0.6 9.45 

0.971 21.0 

8200 

0.953 4.5 

0.99,91 37.2 

0.952 2700 

3900 

0.9990 1778 

0.9995 98.8 

0,66 0. 65 

9.0 

45.0 

18.53 3,20 

30 24.3 

37.7 10.5 

-0. 77 

0.7 0.51 

1.83 Standard 

-0.17 

5. 8 3. 8 

-0.18 -0.27 

17. 02 Standard 
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2P04 叫分と凶％の焦ヽャ性う新約積とい）いプ‘／スイこテク＂う Iし

（京天貰、了サ） 0 、\、山呼天 私イ豚．充

目的：キ性多スペク｝此取慇り‘7 ラ、｀／クス毛ニダーも用、ヽて．絶対~ \~ J'.り

叔知し輝セ炉Jう\'.'.- 1'1,熟ヤ惇各罰街鷹 V‘)'亀プンスI) :;..テグラル， r娩の分汲

沈吝沿ヽヽう煤ぞータの正囃さ＼つさ？て分釘の氏雌さが鯰づ払る． シとに，吐悦各
スペグトルゼ‘，，，つ／チイ 1· r.a..七＝クーとして咀ヽ‘3 級稽V--あ‘\1 て＼す／正麻tを祀がJヽ）

ク‘づ‘I），スペ、I. \-)しの約炉え行なうことが｀マ‘. 3 刀く刀ぅ． A 々\';J'. J \丸命 (T匹四

と叫分（訟＝ 6o,んん）がJ放射Atぅふ炉す｛ぶっレ‘)．．ずンスインテク｀‘う 1レも文き〈

凋炉わ比力鵜似してお'),洋森朗も痢定と孫辰二遥‘)~ 11 I ヽ‘. -で｀ 5 3 ことないう，

錢-<13 ¥-:-~リ， 沢悦うスベクト＼し毛シ 9 / /J)m r““様瑚として房 LZ ヽ ‘3.
如須石手で行りって象ャ硬該髯f 3 と l 終済払 v/ 5 ぶ＼ず ‘ぢb 栽囃~~\\ ~ ~ 

9b り兒喜＼令心叡炉｝えるか．）凶命＼2 ょぶ 1ず愛邊憶＼1約砂)'... fJう， シり愈蘭＼オ，
熱咋悦和豹釘穐，レ‘)‘‘アンス A ンテグ｀ラル， “線、の分反立等iJJ投リに帰也ら払 3 の
で，俗直すガドげム比も ~li 1?-:;, とにiリ前面霜 V- fl\奇ろ正魂］Jデ｀ータt褐ょ
ぅとし 1＜．子fこあいゼて，疇，＂‘以につヽ I てカド、、ウム迄さ＃‘め，粕副和‘Jぶ
知 1` わ{})すれの豹、喰的炉面を行 r』った、伶現セ切慨甘オ 3.
視練：放知い咋澤 11, Ag, Lu., 1-:: つヽ）て 1 J I O O O pp仇の痛痰ささ‘クりぐヘ・ヅ

卜て••, 5 0 ri、\ l 2 0 4 を、他了）し＄筏_t. V-~及し）香、外俵、ラン 7・で絡かに貌燎しf-:

t n tおリfこfこ卜 1ぐ。らb 11 o,  ¥ 5 %(1) I/虚傘セ I C o  l}, 0. / % (IJ M令度包 9 AII. lJ 

0. 3 I 4 °/4り収合金セ IO rJヽ、し/, 0 0 呪程度切りとし）限射訟‘料·とし 1::.. 。
ヵドさウム比屯求めるに 11 I ぷ祀浜叫~ I 0 呻/XIO l)MI\の 3 、 r::. 1寸 1月間芥‘の

0 、 5 叩厚の1Jト‘：：：，ヽウム洛器に入ふfこものと，カト、、ミウムで｀力）ゞーし「J \‘、｛品とも，

痺統的しぐ合、天愈、 3 、人ヤ？m- 乙て｀K 々乙 0 分ずつ羅布＼1-:..創史＼す， 0 RT E C,-4 6 

C C \:::4k C.1--\ HCA を、祐合し，危核競の口、｛鬼C- 9 を紅J刹定しに。

彩斑：表し Vグ屹い冷れ"”/J)伝表づれて、、？千‘ータと、祖l免値ぁ’J Zゞ，今 l可0)
浚瞼、“-'(/、碍治とい崎 3 位i直い示す．釘：：：： l月 1 に 11葱五口放的よ訊m
とレ‘)‘｀丁ンスイ＞テグ｀う 1 1...-{1)比＼こ灯し／カド、、ウム比をアロットしたしのであう。

急、図\1 3 荘l パ訊諷訂註筍今で発表＼ fこf‘、'そ/J)工に豹ら T-:: V虚j曳、点をつ＼了加
え 1乙． IV6 いし＼粕して＼1. ヽ＼わし一｀ 3 し、）オ‘出ダ＾見ちふ 3 ダ‘‘‘・ シか＼1 公 §hn‘ らのす小

あ‘3 び 中悦矛スペク\\\.., 0)じ穴｀ミ 1 Vo(/) 俎等じ鼎包 0 J\ ~. 
Table I. Nuclear Data and Cadmium Ratio 

nuclear reaction abd. (%) 四 I R Cd 

121Sb (n'f)122 Sb 57,25 6.2 之 0.2 180 1. 63 

123Sb(n, 『 )124Sb 42.75 4. O 立 0.2 120 1.73 

109 Ag(n, r) 110m Ag 48.18 4.7 士ci. 4 50 2.55 

176Lu(n, 『 )177Lu 2.60 2050 土 50 1060 111. 2 
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ｷ2P05 生体休液ゎよび組織 I千ハマンカ竺パ「放紺几介祈＇，
トしーサーう久ん適阻
ぽ虚俎和文原5 炉）豹囮悴米／叩村童釘豊島正1屡、米I

松下録沿兌、 I 、山iを天”
生体内に危在する企属元知うちt'、 Mg,は, Fe, 2肌仇 Mo等I~必須元素しさ
れており、酪表＾仇如わrまた13 慣 et以o 訊“1Ile しげ紐叩｀只噂Jを
貶して 1) る。こハらの元庚碍•沢げたほ俎徹i．＾合量IJJs埴義患、時に愛噴］する。
;.~ら危属元知うちふ灘渥祖桁法パ這lくよ') Fe./伍, 9i za恥迅浸董
t'ぎバうに切、日叡珈ぽ虹用いられ釣訴畷應義も応，、コ2 が知られて
いる。しかし．心に 1関して 1g主朴和含有量が極仄／炉吋 I ＼ため、他(/\府机邸
寸っては正羅に史呈するンしか困難1'ある。
心0訊叶切）より奴射化輝l←よる加史量が試みられて lI るが、おそらく
“料鯰履叩憫 I I灼釈鐸/J、竹知例を窟 I て lふ使I`^(\’ る餌（＜むて
闘1生に乏し I\ t利斯訊る。i閃粉餓邸して 1g、オキシンI PPTC禾か試
菱切n る御低豆麟している例（すあるが、衝紅（Jん誰て．，飼叫硯住鑓Lら
這紀訊困難ぜあった。 1 立幻 l詞及的l」麟譴作て、かつ勿数直料
を処理ず謬謬叩疇rJう此もに、 IAEAt是応＼ミ lレ 7 、＼色紛ぉい‘医
親麟翫 1 l くっか爪伊ll心肖訊したバ｀報告する．
以；非級浪却/0 /fJ\.,..JいしJo,f}、菜丈爪3炉履気似磨枷ー乙疇印鯰

tJ時1翫却したt7lら，試料を析し疇＇）エ孔濠rd いし営疇しかん Ge （し）
校埠ズ測史しにび結果上記試糾(/) I I す｀れにお（ l 'Zも州訊量性爪爪るt°-7
を示3 ず，史量た可釦｀あっに初狗試料IJ.骨醤件も「紅を康I て(J、平住
隷射化知校射能的主灰介Iず叱NA （丁妃 /shr) ヒ匁（ T炉5厄） t昴。
胆射直伎l戸心枚射能が農く、ぞ叩汎‘衰夜/J:之％が長く残る。 Sム伯（丁ふふ渤r)
は如牙彗卿豹訂尤ぉ 11 ても砂鋪応農絡ざれている湯合以外に 1寸、枠波、訛猷
杓もdi IJ更量子可椛狐える。
疇晴比、腿甑／如昇疇叩乞冷即してから耀厄研酸ぉ拉疇棗

峻乙麒‘仄化した試科につ I I て行応た。 APPしによる孤仇泊パ督糾凍
量を行叫たが、液肘線霰曝も文どう力収孝＾再見1生か急＜ガ紋試粁が汎化に
l這四l ヽげl釘した。そこで、主叩珪パ書履佳に 1 ＼つてもっきま比うり〉級
心饗をざ ITる應昧からも、 HA'Pにする葱縦洛汲杓‘ら爪衿松＾除久を行rわ戸。
ここて扁］題に弓恥 IJ収牟てあるが、更量的目収を期すい丹町を要しすぎ｀るに外
心にデ叫を／五に1J唸IY\ど仇に Isl 舛れをトレーサ／しして加え倅(Li) 1.99 

視恢して収年を求仇梢‘正する方法＼い行「いた。陶頁幻恩わq＼釘社和量定変認、
州量しバ知条を胴八＇た結足を、目 1 之にボす。ょビ図 3 に/J、ハ°ン7レオがオさゾ
セ 7砂｀／と生肘したしき、粋菱乎にねて釆る心をふ扉‘画ジしに；fl 史した例と孟す。
よに表 l ）：凡譴医翌的該粁および＇生体慄皐訊仔和＼ M爪パ史量組を示しに
尚罪沢試粍謬幻」を凍麟鳴したもハ爪口疇繹紺遺したも豆庄

試粁いえこ、
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Table I Mn Concentration in Various Biological Samples 
Determined in the Present Work 

Sample Name 

IAEA Milk Powder 
IAEA Fish Muscle 
Human Punc reos 
Human Liver 

Concentration 
< ng/mg) 

0,59 

0.77 
6.18 

7.11 

6

4

 

(
6
U
)
ピ
g

u
0
3
U
H

2
 

Sample Name 

Lateral Column 
Anterior Horn 
Posterior Horn 

Concentration 
(ng/mg l 

0.92 

1.13 

0.77 

anterior horn グ ✓ ↓ ut虐闘贔
100 

| 

or 

COlU 

/ 

50 human puncreas 

2 4 6 
Sample Amount < mg) 

8
 

゜ 5 10 15 
Sample Amount < mg) 

20 

Fig, I Relation between Sample Amount 
and Mn Content 

Fig, 2 Relation between Sample Amount 
and Mn Content 
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2P06 発電用原子炉の阜故時における環境試料中
放射性ストロンチウムの迅速介村去
（日本介府セ） 0木村敏・皇井隆彦•福喝ぅ告人・西山正考

I. 序論 平和利用を目的ピ l た原子力施設の噌加に伴い．それう施言むから放
出さ求る放擁核種の調麦研究（t.近年教多く行なわれている。放射牲核種1)分杵
方法は．施設の平常遭転時に対応すうものがほヒんビであ’J. TM 工の専故：q囃な
時に、その介杓法をそのまま通用することは．困藉な面が多い。報告者らは．周辺
住民の被曝線量と施毅ヵ‘うの放：出の可能雄の大きさどがう事故時にその言周嚢が没
尋とざ飢るであろう放射磁桟種の一つと L てSr- qoに注目 l. 飲食物中に含まれる
この放的油核種の迅速介杓法に-,りて穣討した。牛乳とほうれん草を対象試料と L

た時の前処理方法し｀発煙硝酸法にあける除栄ィ“女について報告する。

.lI、実験~d結果 s,. —qoの介枯方法ヒして、発煙硝酸法，イオ·ノ交摸樹JIげ去，
液ー液抽出法箪教今くの靱告があるが｀． いず最も試粁の軟燥乙灰化を決専t::. L 、そ
の壕作に 28程度を要する。牛乳ば直持イオソ交請灌t脂カラムに通す方法も報告 、
されているが、原乳の場合はカラムがつま 1) 、ポゾプを用いて磯樟的に通すヽ沈要が
ある。

本研究では．牛乳はタカ＼°ク貿を固化させた後遠心分麹去で取リ除き．上還液が
らア 1しカリエ類金属イオ·ノをツュウ酸塩ピ L て分郎した．ほうれん軍は． ミさサー

で細断しつつ塩酸湛凌にストロソチウムを邊出し、漫出濠かうツュウ酸9盈として分

原乳（ I t) 

｢ m  (s,.a+ ; 5'0 

J熱（35～研C)

1 50, 

1 放置 (15介）
遠心分顛

.I:.;, 17.5% トリ
分離

涜降物

ロ戸過
戎査

|=Jュウ酸，ア・Jモニア水

図 l 牛乳とほうれん草の前処理方法
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紅た。詳細を回 1 に示す。
団 I 1-: おける手液て9()Sりの収率を原 3 吸光法によリ 3則良した。さらに． 3戸液．と 2

1回目の遣心分紐後に碍ら水紀虎降物中の放射牲ストロ｀ノチウムを．築燻硝酸法によ
リ分村し．；戸液まで＇の放射牲スI-ロ・ノチウムの収率吉調べた。なぁ＼吸弓I~戸過,~ょ

リ虹る残童は極ヽト青であリ、 この中に含まれる放射桂ス1-ロ・パウムの量 1す盤視
できるビ落＊た。：：れらの締果を表 I i：：示す。それそれの試料の 2 つの収率を比較
すろと、放射雌ス1- 0 ンチウムの収率 I：：伴う誤差が大きく詳細な稽討を行うことは

表 l 洒夜にあげろ守定ストロツ千ウムと放射性ストロソチウムの収率

原乳 1まうれん草

No. 守定 Sr 放射牲Sr No. 守危 Sr 放射桂Sr

2
 

0.牧

o. qjl 

o.q4:t0. 10 

o.qq:!.o. 17 2

3

 

o. 牧

o. q3 

0. q3 

o. q5"土 0.05'

o. q'7::!:0.o7 

0. q6 :t0.,i 

表 2 他元素に対する除凌億数：
化尊種 かュウ酸塩州硝酸囁”

Cr" 4X 101 5X IOa 

C ~o: 一 IX,oa IX 104 

F~'t 7X 10ー qx 10""' 
Coit 4 X l 0ー IX 103 

Ru3ヤ IX,oa '1 X 103 

I — 
Ix 103 4X 104 

est I X I 03 IX IOa 

C€”I X IOー 2X IOa 

斧 I Co. a-1- ; O. 5 a,, S戸： 50 m9, 

注目する化学種の守定周位体； 5 

m gを含む穫瞑訳和容液10 0 rnP.ょ

リp H ~4.2 でんュウ酸塩を生成
させた。

* ~ Ca.~-t- ; 50 m j, S,-a-1- ; 50 

m~，注目する化学種の守定同位体

: 5m gを含む棟擬試料落液13
m iょリ硝酸塩を生成させた。

で令ないが、そ水らの値はほ窟一致 L てあ

リ、その差は最大 0.1 程度であろう。本介
析法の目的を考慮すれば:.の程度の差は許
容される範困てある乙考えら仇る．本方法
は．牛乳 ほうれん草とも 3時間程唐でプ
ュウ酸塩の生成まで行え従来の灰化法に

比べ·所厚時間を大幅に短縮できた。

発煙硝酸法の主な精製段9皆である、ア）し
カリ土類金属イオプのプュウ酸塩と硝酸ス
トロ召ウムの生戒にあける他元景に対す

る除梁係数を．事故時に放出が予想ざれる
校種の一部について． トレーサー実畷によ

リ求めた。分杓試科中の放射枇核種のイぃ営
種が表 2 に示したそれと周し•である Ce叶

以外に対 L ては 104 以上であリ、 5蓋足でぎ

ろ値である。発煙硝酸法による力）しプウム

がらのストロ-Jチウムの介離は．通常2~3
回操返し行うのご実際には． Ce叶で ,o... 
，そパ他の元素については 108 以上であろ

う。なあ． Mnat> Mo11 0ずに対すろ値は．

当日報告する。

本研究に粽し．有査な卸助言をいただいた理化券研究所3兵田逹二主仕研究員に感

加 L ます。
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2P08 PS と 7゜ 0 トン化した含宦索有棉ィL合物とがl'.i免反応
—ー：容媒と温度の影響ー一

（庚大工） 0小林屡規 代平祐軸

（序J われわれは 1 ヽくつガ‘の 7' ロトン化した含『索有機ィG合りりが水遠＇疲中てゞ

Ps (ポジトロニウム）と化珀反応を行tJうことを兒ぃ出 L イじ合吻による反応lゎ遠
Iヽを冠してきた。~,2,3,4今回． Ps とこれ 5 の化栄種との反応についてより計し n情報

を得るため、 Ps <I)反応·の溶媒効果と温應効果を陽電手寿命測定によ＇）輯べ喫昧ある
栢果を得たのぜ報告する。
〔輝） ・（溶媒の影摩） Ps とキJリニウムイオーノ（〔翁了）， 7 ェナント
ロリニウム 1 オン（〔吋福］t) / ピリジニウムイオン（〔叩），との反応 I：：：：つ I} て
饂べた。言租 l古．'\; I リン '7 ェナントロリン，ビリジ｀ノを 0. 66 H H伐水溶液 Iこシ怠
か L た毛の及がこれ 5 t o、 66 MHC£メタ l ールぅ笥液に溶かした毛のを用いた（濃度簸
囲： o ~ 0.105 M) 。電辰的に中性は湛甚てば溶媒を水か 5 メダ）ールに変んても必
が 1冦とんど唆化しね\\というー稲則と｀ ＊古、よび・メ 1 I ール中にあ‘ける HU の祁a の

値（芦＝九ぷ'I-9レ＝I. 2) から考んてこれ 5 溶戒中て:· Iま守）リ｀ノ 1 フェナントロリ
ン，ビリジンはすべて 7゜ロトン化して ll るヒ h tよしてよ 1 ヽ．

（；＂の影響） 音牡粁としては、キ I'I ンを 0,66M H伐水遠液に 0、02M l:. t↓るよう

に溶かした屯のを用いた。
躇電手寿命スペクトルは分呵能約 500 pS ~つァストースロー同時計粒和て万則定 L ( 

POSITRON Fl T EXTENDED' プログテム 5 t用 1, 1 2 戒分(p-Ps <1)自巳消域と R 中以
外て・消滅する勝喝子による短寿命松‘分と o-Ps <1J消病による長寿命版分）に分留しt：：゜
（結果と賤論〕 回 1 I：：溶媒を変んたときの°― Ps 消蒔速さふ (O-P豆涛命ttの逆
板）とそ11) 5釦[I2 のデ｀ータを示しナ：：。 このデ｀ータを

入 2 =入p t度〔M)

I2 = L゚ （ 1 ) （建ぶー入L)
1 t (!'(M),. 2.S 11s·1 —ふ

という式て紺頃して B 反応速度定般戌と B形仮替止係巌r た求めると表 1 <I)ように
tJ.，た。（入r ：疇媒中て．の。-Ps のう＇肯栽速さ，（ M］‘.f違種 M ~濃度， r:: 岳屯埼喋中
ぜiJ/ o-P:; <I)強度） 表 1 か 50.66 MH伐水落液中ては Ps とよく反応するキ］リニうム
1 オンと 7 ェナントロ＇）ニウムイオンは 0、 6 ヽ MH改｝ダ）ール溶液中で、はほと K ど反

応しfよくtJることがわかる。またヒ・＇）ジニウム 1 オン 表i海喋によるむと Cの直I
Ii o.(,6 M Htt iJ/水潟液中て. t fダ）ールぅ蓉液中て、・毛 Ps と

ほとんど反応し材． Iヽこと毛わかる。 この結呆i-;l. 2 つの

潜媒中ぜの Ps の拡音女l1)速さの』 1\ 1̀ Ii哉 a町きは 1 ヽ。

とぃうの Iす｀水の紐l屯 1和敬りが｝ダ）ーJレ0)りよ＇） t 

丈きいことか 50且 MHU.メダ）ール凋液中q方が oいH
H訊喩液中よリt Ps //J拡穀の速さ 1す且 II Iすずぉ‘か·らi.
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f: t゜＇）ジン (o.b訊

゜
o.os 0.1 溶隕濃危(H) HU灼J-ル溶

液中）

• --rー-—＝ニ。 這 d

0.3[ ー  ̀  f 

゜
o.oS O.l 渚頂濃農 (n)

て．、ある． 小林 5 b によ K ば沢0)ようfJ Ps鈍体形戎反 Iた

Ps t 1'1一 PsM
Ii.水の中ゥ方がメダ l ール中よリもよリ発熟的て．、ある。従． 7 て反応象'1<J)違 n が 0.
6hMH伐水溌液中とメダ｝ール癒液中て．．のもの遠ぃに対して會要ね影響を及 1呑‘｀すと思
ゎわる。表 1 か 5 わかるもう一つ園昧湘ぃ純果は、｝窟媒 I：：よって0- d) 1直が棄枯る：：
とて•ある。 A比e らによれは‘、 N03ーイオンの燿合、 6 が水中の方が｀ iり］ーJレ中よ＇）は
るかに丈きいが、今回研虎した化粒穂て、、は．a-co.(,bHH改 7k溶液中） ~(!'"(0.6 l. MH改メダ
）ールぅ餡疲中）とヤJフている。 このようは稟碍った絲果は N03- iオ｀ノと表 1 /J)化埠桂

との農ャJ. ,1::.Ps彬成慧旦麟（たと這‘・ホット Ps とめ反 l応とドライ覚手のオ甫捉）
と閉條づけられるか屯しれ信いが｀•今回のデ｀ーグの紆て・は 1すフぎ＇）した緒雑iは下せfょ
\‘. Ps とキ｝＇） ：：：ウム 1 オ｀／との 0、 b l. MH ば 9k咽疲中て｀、の反応の£は宦囁か; I oo℃ 
まぜ m 誼簸囲て●｀溢腐上昇とともに単詣l に増加した。このこと IJ Ps l:.キ］＇）ニウ A
イオ｀ノと<l)金鉢が“訊HCT 水湘疲中て●・|i..か枯リ守足て、ぁることた示して n る°現

在． 1包 o 化合特にフ ll て毛同様汀淀い1 tJっている。
（毎綺文献］ 1)．y.町ihHa etal.1 Chrn. Lett .1() り 1) I ぅ bI, 2) Y. k,b~y迅i etal., J. Am .Cht 111 .S,c.晶函(''11)

3). T. Nomizu etal., Radiochell'¥. RaJroanal. Lett.1 l出 329(' 咽）， 4).,I淋直5譴息精謝町絃誅qB 直 4

5) r. K i rkep叫 et al.) (omput. Phys. Commun,1 ユ， 40 I (''l4)) (,)・小林 5 ，本昔樟紅紅 IC08

n). 1 ch. Abh€ e t aI 、)Rad ioche"'. R叫ioanaI. LeH、J立， 303('咽）
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